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ECTOPIC URETERAL OPENING IN FOUR  MALES  : 

    INCLUDING A CASE OF INVERTED Y 

        URETERAL DUPLICATION

Hiroshi KAJIKAWA, Hiroshi KAMEOKA, Naomitsu  NISHIMOTO,  

Susumu  MIYOSHI, Norio  IWAO and Shutaro MIZUTANI 

        From the Department of  Urology, Osaka Rosai Hospital 

 (Chic.  f  : Dr. S.  Mizutani)

    Four males with ectopic ureteral opening are reported herein. 

    Case 1 was a 17 year old who complained of miction pain and macroscopic hematuria. 

Cystoscopy and radiological examinations showed left ectopic ureteral opening into the semi-

nal vesicle associated with left renal agenesis. The left ureter and seminal vesicle were 

extirpated. 

    Case 2 was a 21 year old who complained of lower abdominal pain. On physical exami-

nation, a child's head sized mass was palpable in the midline of the lower abdomen. 

Operation was performed under diagnosis of intrapelvic tumor, but the mass was cystic 

dilatation of left ureter which opened into the seminal vesicle. 

   Case 3 was a 19 year old who complained of right CVA colic pain. On cystoscopy, the 

right ureteral orifice was absent. During the operation, right ureter was found to open into 

the posterior urethra. 

   Case 4 was a 57 year old who complained of fever. Plain X-ray on the pelvic cavity 

showed a 82 x  10 mm calcified shadow. CT revealed  a right ectopic ureteral opening into the 

posterior urethra with a ureteral stone in it. On cystoscopy, the right ureteral orifice was 
identified and pus discharge was observed to flow out of it. Operative exploration demon-

strated that the right ureter was inverted Y duplication; one opened into the posterior 

urethra and the other into the trigone. 

   Seventy nine males with ectopic ureteral opening and 3 with inverted Y ureteral dupli-

cation from the  ,Japanese literature are reviewed briefly. 

Key  words  : Male ectopic ureteral opening, Inverted Y ureteral duplication

緒 言

尿管異所開 口は今 日まで数多 くの報告が なされてい

るが1),そ の多 くは女子例 であ り,男 子では外尿道括

約筋の 内方に開 口して症状が発現 しに くいため,そ の

報告例は少ない.当 科に おいて男子尿管異所開 口例を
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4例 経験 し,う ち1例 は逆Y尿 管 を合併 して いたの

で,こ こに報告す るとともに,若 干の統計的考察を加

えたい.

症

症例1

患老:17歳,男 子

主訴:排 尿痛 と肉眼的血尿

初診:1972年4月1日

例

家族歴 ・既往歴:特 記事項 なし

現病歴:1972年3月lI日,排 尿痛 と肉眼的血尿に気

づいたが放置 していた.3月27日,再 び肉眼的血尿を

認めたため当科を受診 し,精 査 目的にて,工972年4月

3日 入院 した.

現症:直 腸指診にて,前 立腺は正常に触知 し,精 嚢

も正常位置に触知 した,

検査成績:尿 沈渣に て赤血球2～3/1視 野 程度の顕

微鏡的血尿をみる以外,尿 所 見は正常 であった,一 般

血液検査,血 液生化学 ともに異常はなか った.

膀胱鏡所見:左 尿管 口は不 明であ り,形 成不全 の三

角部 の左側に 直径 約1cmの 粘膜 の膨隆 と毛細血管

の怒張を認めた.

レン トゲ ン検査:排 泄性 腎孟造影 では左腎陰影はみ

られず,大 動脈造影 では左 腎動脈は欠如 していた.精

嚢造影 では左精嚢の一 部は嚢腫状に拡張 してお り,左

尿管が描出され た(Fig.1).

手術所 見 左精嚢は嚢腫状変化を きた してお り,嚢

腫に沿 って中枢へ剥離す ると尿管 と連 らな り,第4腰

椎 の高さで盲端に終 っていた.左 尿管精嚢摘除術を施

行 した.
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Fig.3.Case2.Bariumenema

Fig.4.Case2.Aortogram

摘除標本 および組織学的所見:左 精嚢 は嚢腫状に拡

張 し,こ こに頭側が盲 端に終 っている尿管が開 口して

いた(Fig.2).組 織学 的に 尿管盲端部には 腎組織を

認めなか った.

以上 より左腎欠損 をと もな う左尿管の精嚢への異所

開口と診断 した.

症例2

患者:21歳,男 子

主訴:下 腹部 鈍痛

初診11976年2月27日

家族歴 ・既往歴:特 記事項 な し

現病歴:1975年11月 頃 よ り,下 腹部の膨隆に気 づい

ていたが,放 置 していた.1975年12月,下 腹 部鈍痛 と

重圧感があ り,1976年2月20日 当院外科に入 院 した.

現症=下 腹部 のほぼ正中に小児頭 大の腫瘤 を触知 し

た.直 腸指診に ても腹壁 よ り触 知す る腫瘤 を触 れ,圧

痛を認めた.

検査成績1一 般血液検査,血 液生 化学 お よび尿所見

はともに異常を認めなか った.

膀胱鏡所見:膀 胱 は後方 の腫瘤に圧迫 されてお り,

左尿管 口は不 明であった.

レントゲン検査 注腸造影 では,S状 結腸は腫瘤 の

ために左方へ圧迫 され 偏位 して いる(Fig.3).排 泄

性腎孟造影 では 左腎は認め られず,右 腎孟尿管の軽度

の拡張 を認め,膀 胱造影 では 右尿管への 逆 流を 認め

た.大 動脈造影 では左腎動脈は欠如 してお り,腫 瘤へ

の支配血 管はみ られなか った(Fig.4).

手術所見:腫 瘤は強度に拡張 しだ尿管 であ り,そ の

上方 は先細 り状 とな って盲端に終 っていた.そ の上端

部は結合織状で,尿 管とともに摘除 した,
ヒ

摘除標本お よび組織学的所見 ・拡張 した尿管は,約

800mlの 褐色混濁液 を含み,そ の検鏡にて 精子を認

めた.組 織学的には,尿 管上端の結合織部において未

熟な尿細管 を認めた(Fig.5).

術後に 施 行 した 精嚢造影では 左精嚢が 造影 された

後,後 腹膜に盗流す るのが認め られた.

以上 より左無形成腎を ともな う左尿管の精嚢へ の異

所開 口と診断 した.

症例3

患者ll9歳,男 子

主訴=右 腰 背部雁痛

初診=1979年10月9日

家族歴 ・既 往歴:特 記事項な し

現病歴1979年10月3日,排 尿痛,発 熱 をともな う

右腰背部箱痛 発作を きた し,以 後,膀 胱刺激症状 と弛

張熱が続 くために,1979年10月16日 入院 した.

現症=胸 腹部理学的所見に異常は な く,外 陰部,陰

嚢 内容に も視触診上,異 常 を認め なか った.

検査成績=白 血球18,000/mm3.血 沈1時 間値45

mmで あ り,尿 沈 渣では 白血球多数を認 めた.

膀胱鏡所見=右 尿管 口は確認で きなか った.

レン トゲン検 査=排 泄性腎孟造影では,右 腎か らの

造影剤の排泄は な く,左 腎の回転 異常 を認めた(Fig.

6),大 動脈造影 では,右 腎動 脈は不 明であ った.
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腎 シンチ グラフでは,右 腎の摂取は低下 してお り,

形態 も非常に 小さい ことを示 していた.

手術所見:右 尿管 の遠位部は拡張 して後部尿道へ開

口してお り,右 腎尿管摘除術を施 行 した.

摘除標本お よび組織学的所見:右 腎は8×4cmの

発育不全腎であ り,そ の組織像では,糸 球体の正常な

発育 を認め,慢 性 腎孟腎炎 の像を呈 していた。

以上 よ り右発育不 全腎を ともな う右尿管の後 部尿道

への異所開 口と診断 した,

症例4

患者157歳,男 子

主訴1発 熱

初診:1984年3月151=1

Fig.7.Case4.Plainfilm

家族歴 ・既往歴=特 記事項 なし

現病歴ll983年12月 頃 より発熱,全 身倦怠感,食 欲

不振 があ り,某 医を受診 した.腎 孟 腎炎 の診断のもと

に治療 を受 けるも,上 記の症状 が持続す るために当科

へ紹介 され,精 査 目的に て1984年3月19日 入院 した.

現症:右 腎は鎖骨 中心線上約3横 指触知 した.直 腸

指診 では前立腺 は軽度 の肥大を認めたが,精 嚢 は触知

しなか った.

検査成績:白 血球8,600/mm3,血 沈1時 間 値46



梶川 ・ほか:男 子尿管異所開 口 ・逆Y尿 管 2043

vtf㌔.㌔6 L藺

醐 触 三

mτ㎜

22s:D391沌

、
嚇 畑

嶋

曳 寧

薗1
離 ・

㌦
署」_ 罪

孟.、一
輪 薪 凝

._閉ノ

P斑 ヨL5・1

回:糠 ・

麗 ・

・・2隔 綱 魑 ・

コ'設 蟄 弟

LEFT朔 『騨h岨"

Fig.8.Case4.CT-scan

篇
欝

〉

第

'}
Φゾ 蜘'

駆 瓢

ゴ'麦

,・'・

擬 鑛霧

結石

/、

＼/＼鴬 諺
一ISL

ガ

、,議
Fig.9.Case4。Grossspecimenandscheme

mmで あ り,尿 沈渣では白血球多数を認めた.

膀胱鏡所見=三 角部は正常に形成 されてお り,左 右

対称で,右 尿管 口よ り膿の排 出がみ られた.右 尿管 口

よりカテーテルの挿入 を試み るも,約5mm以 上は

挿入不能 であ った,ま た,後 部尿道 の70の 位置に,

2～3mm大 の小孔がみ られ,こ こ よりカテーテルを

挿入す ると,約lcmに て結石感を認 め,2cmま で

挿入して造影 す ると,尿 管結石 と思われ る陰影 の周囲

が造影 された.

レン トゲ ン検査:骨 盤部 単純 レン トゲンでは82x

10mmの 石灰 化陰影 がみ られ(Fig・7),尿 道造影に

てその陰影は 後部尿道に続 いているよ うに思われた.

排泄性 腎孟造影 では,右 腎はほ とんど無機能で,そ の

大 きさは17×10cmと 腫大 していた.CTで は右水

腎水尿管症 の形 をと り,こ の尿管に連続 してS3以 下

では石灰化 陰影 がみ られ,尿 道 まで つながって いた

(Fig.8).精 嚢造影 では右精嚢は内側に偏位 していた.

手術所見:右 腎は小児頭 大に腫大 し,約300mlの

膿様 内容液を貯留 していた.右 尿管は 尿管 口の約l

cm頭 側で分岐 し,い っぽ うは本来 の三角部に開 口す

る細い尿管 で,も ういっぽ うは後部尿道に開 口す る尿

管 とな り,そ の中に大 きな結石を認 めた.結 石 ととも

に右腎尿管摘除術 を施行 した.

摘除標本お よび組織学的所見 ・ゾンデにて示 された
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Table1.casesofmaleectopicureteralopeninginJapanesel孟teratureafterTada'sreportD

N。.報 告 者 年齢 主 訴 患側 開口部位Thom分 類 他の合併異常 治 療

45111ヰ 寸・Cまカ・3,

46〃

4フ 〃

48〃

49藤 永 ・ほ か4)18

50山 際 ・ほ か5,55

51篁 ・ほ カ16)47

52中 嶋 ・ほ か7)41

53森 田 ・ほ かB)10

54角 田 ・ほ か9}46

55宮 崎 ・ほ か10)73

56西 沢 ・ほ か11)21

57牛 山 ・ほ か12}40

58佐 藤 ・ほ か13}23

59斉 藤 ・ほ か14)25

60後 藤 ・ほ か14)3ヵ 月

61荒 木 ・ほ か15)3フ

62小 池 ・ほ か17)3

右啓部痛

尿道および会陰部痛

精管

精管

精管

精管

右 精嚢

左 精嚢

I

I

I

皿

I

I

無尿 、腹部膨満 、悪心 、嘔吐、左側腹 部痛 両側 後部尿道 皿

右腹部腫瘤

右側腹 部痛、発熱

排尿痛 、排尿困難、血性精 液

右側腹 部痛、肉眼的血尿

会陰部癒痛

無射精

排尿 ・排便時の会陰部癒痛

左陰嚢内容腫大

肉眼的血尿

発熱

右 精嚢 皿

右 後部尿道 田

左 後部尿道In

精嚢

左 精路

右 精嚢1

右 後部尿道1

左 精嚢1

左 後部尿道1

右 後部尿道1

左 膀胱憩室1

右無形成腎

左形成不全腎

左精嚢結石

右無機能腎

左水腎水尿管症

右完全重複腎孟

右水腎水尿管症

左重複腎

右完全重複腎孟

右水腎水尿管症

左完全重複腎孟

無形成腎孟

右尿管結石

左発育不全腎

右形成不全腎

左不完全重複腎孟

左無形成腎

左形成異常腎

右無形成腎

右尿管結石

Klinefelter症 候 群

両 側VUR

右尿管結紮

左尿管膀胱新吻合術

右半腎尿管摘除術

右半腎尿管摘除術

腎尿管精嚢摘除術

右腎尿管精嚢精管摘除術

右下端部尿管切除術

右尿管膀胱新吻合術

左腎尿管精嚢摘除術

左腎尿管摘除術

右腎尿管摘除術

TUR

憩室切除術

左尿管膀胱吻合術

識

曽

=

お
曽



63松 井 ・ほ か18)llヵ 月 膿 付 着

64そ 妾藤 ・ほ か19)43

65〃68

66〃39

67〃58

68平 野 ・ほ か20>14

69高 橋 ・ほ か21146

70田 中 ・ほ か22)28

71池 田 ・ほ か23>18

72岡 田 ・ほ か24)37

73和 田 ・ほ か25)7

74近 田 ・ほ か26)28

75日 高 ・ほ か2ア)36

76

77

78

79

自験例

〃

〃

〃

17

21

19

57

発熱

上腹部痛

頻尿

尿道出血

肉眼的血尿

発熱、左側腹部痛

無症候性血尿

肉眼的血尿、排尿困難

顕微鏡的血尿

尿失禁

排尿痛、会陰部痛

血尿

排尿痛、肉眼的血尿

下腹部鈍痛

右腰背部疵痛

発熱

右 射精管 1

左 射精管1

左 射精管1

右 精嚢1

右 精嚢1

左 精嚢1

左 後部尿道 皿

左 精嚢 1

右 射精管1

左 精管膨大部 皿

右 膀胱頚部

右 精嚢1

右 膀胱頚部 皿

左

左

右

右

精嚢

精嚢

後部尿道

後部尿道

I

I

I

膀胱憩室

右異形成腎

左異形成腎

左異形成腎

右異形成腎

右異形成腎

左異形成腎

左完全重複腎孟尿管

左水腎症

左異形成腎

左精管欠損

内腸骨動脈異常

右形成不全腎

左重複尿管

左水腎水尿管症

右単 腎 ・三分尿管 ・VUR

鎖肛 ・二 分脊椎

右腎 欠損

右水腎症

尿管瘤

右重複腎孟尿管

左腎欠損

左無形成腎

右発育不全腎

右尿管結石

右水腎水尿管症

右逆Y尿 管

右腎尿管精管精嚢射精管

摘除術

左腎尿管摘除術

左腎尿管摘除術

右腎尿管摘除術

右腎尿管精嚢摘除術

左腎尿管精嚢摘除術

左尿管精管摘除術

右腎摘除術

尿管瘤摘除術

左尿管精嚢摘除術

左腎尿管摘除術

右腎尿管摘除術

右腎尿管摘除術
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ところが,膀 胱に開 口していた細い尿管 である(Fig.

9).組 織学的には右 腎は慢性腎孟腎炎像 を呈 し,と こ

ろどころに膿瘍 が認め られた.

以上 よ り右尿管は逆Y尿 管 であ り,い っぽ うが後部

尿道へ異所開 口していた.

考 察

尿 管 異 所 開 口は 今 日,ま れ な もの で は な いが,多 く

は女 子 例 で あ り,男 子例 は比 較 的 少 な い.発 生 学 上,

男子 の場 合,胎 生 第5週 にWolff管 の下 端 部 よ り尿

管芽 が 発 生 し,外 上 方 へ発 育 し て尿 管 とな る.第6週

に は,Wolff管 は さ らに 下 行 し,尿 生 殖 洞 へ 開 口す

る.や が て,尿 管 は膀 胱 三 角 部 に,Wolff管 は射 精

管 と して開 口す る よ うに な るが,こ の発 生過 程 の異 常

に よ り,尿 管 異 所 開 口が生 じる と され て い る.本 邦 に

お け る 男子 尿 管 異 所 開 口は1975年 に 武居 ら2)が23例,

]980年 に 多 田 ら1)が44例 集 計 して お り,多 田 ら の報 告

以 降 の症 例3-27)お よび 自験 例4例 を含 ん だ79例(Ta-

blel)に つ き統 計 的 に 考察 した.

1.本 邦報 告 例 の 統 計 的考 察

1)年 齢 分 布

21歳 か ら30歳 まで が もっ と も多 く25%を 占め てい る

が,最 近 では 診 断 技術 の 向上 と と もに,若 年 層 が 増 加

して き て い る(Table2).

2)患 側

記 載 の あ る もの の うち,左 側34例,右 側33例,両 側

2例 と左 右 差 を 認 め な い.

3)開 口部 位

精嚢 が34例 と約 半数 近 くを 占め,後 部 尿 道 が これ に

っ い で19例 を 数 え て い る(Table3).し か し,外 国

例 で はEllerker28)が,128例 中,後 部 尿道60例,精

嚢42例 と報 告 してい る よ うに,後 部 尿道 に 多い 傾 向 に

あ る.

4)Thom分 類

1型 が50例 と も っ と も 多 く,III型 が続 い てい る

(Table4)。

5)他 の合 併 異 常

腎 の 欠損,無 形成,発 育不 全,形 成 異 常 を合 併 す る

もの は44例 と も っ と も多 く,続 い て 重 複 腎孟 尿 管21

例,水 腎症16例,水 尿管 症8例 とな って い る(Tablc

5),Bcck29)は 胎生 期 に お い て 尿通 過 障 害 が お こるた

め に 腎dysplasiaが 発 生 す る こ とを示 竣 し,Mackic

&stephensee)はWolff管 か ら 分離 す る尿 管 芽 の位

置異 常,発 育 障 害 に よ り,上 方 で接 す るは ず の後 腎組

織 が退 化す るた め に 腎 のhypoplasia,dysplasiaが 生

じる と して い る.ま た 後藤 ら31)は尿 管 口の偏 位 の程 度

Table2.Agcd三stribution

Age No.ofGases

O-10

11-20

21-30

31-40

41-50

51-60

61-70

71-80

unknown

15

10

20

11

9

5

3

2

4

Total 79

Table3。Siteofectopicori丘ce

Site No.ofcases

SeminalVeSiCle

posteriorurethra

ejaCUIatOrydUCt

vasdeferens

bladderdiverticulum

bladderneck

others

unknown

34

19

6

6

4

4

2

4

Total 79

Tab互e4,Thom'sclassification

Classification No.ofcases

I

H

皿

】V

V

othersorunknown

50

2

16

0

2

0

9

Total 79

Tablc5.Associatedabnormalities

Assocbtedabnormalities No.ofcases

aplasticoragenetickidney

hypoplastickidney

dysplastickidney

doublepelvis&uretθr

hydronephrosis

hydroureter

others

ii)44
1i
20

が 強 い ほ どdysplasiaの 証 明 され る こ とが 多 い が,

尿 管 口の異 所 性 の程 度 とdysplasiaの 程 度 とは 必ず

し も相 関 しなか った と述 べ て い る.

6)症 状 お よび 診 断
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血 尿,蛋 白尿,膀 胱 炎 様 症 状,熱 発,下 腹 痛 な ど

下 部 尿路 を 主 と し た 不 定 愁 訴 が 多 い.Williarns&

Sago32)は 副 睾 丸 炎が あ り,単 一 腎 を示 す 思春 期 前 の

男子 で は 本症 を疑 い,直 腸 指 診 な ど正 確 な 現症 や 精 嚢

造影,排 尿時 膀 胱 造 影 な どに よ り診 断 で きる と して い

る.Das&Amar33)は 膀 胱 外 尿 管 異 所 開 口を 後 部 尿道

に 開 口す るurogcnitalsinusectopiaと 精 嚢,射 精

管,精 管,副 睾 丸に 開 口す るmesonephricduct'a正

ectopiaと に 分 類 し,前 者 は 異 所 開 口部 の 閉 塞や 逆 流

に よ り腎 孟 腎炎 を お こ しや す く,腎 障 害 の程 度 もさ ま

ざま であ るが,後 老 は副 睾 丸 睾 丸 炎,会 陰 部 不快 感

射 精痛 な どの症 状 が 通 常 であ り,患 側 腎 のdysgenc-

sisやagenesisを と もな う こ とが 多 い と して い る.

本 症は 排 泄 性 腎 孟 造 影 で 患 側 腎がnon-visualizing

の ことが 多 く,膀 胱 鏡 で尿 管 口の欠 如,嚢 胞 状突 出 を

認 め る こ と も重 要 で あ る.さ らに,精 嚢 造影,尿 道造

影,大 動 脈 造影 が有 用 で あ る こ と は 論 ず る まで もな

い.

2.逆Y尿 管 に つ い て

逆Y尿 管 は 尿 管奇 形 の なか で,も っ と も まれ な もの

のひ とつ であ り,そ の発 生 過 程 に つ いて は,2つ の尿

管芽 がWolff管 か ら発 生 し,こ れ らが 後 腎 組織 へ到

達 す る前 に,互 いに 融 合 す る ため に 生 じる と考 え られ

てい る.Brittら34)は1つ が 盲 端 に 終 って い る逆Y尿

管の 女子 例 を 報 告 し,女 子 て はWolff管 の閉 鎖,

Chwalla膜 の遺 残 に よ り 尿管 閉鎖 を きた しや す い と

述 べ て い る.Klauber&Reid35)は 逆Y尿 管 を 両 方

が膀胱 内に 開 口す る型 とい っぽ うは 膀 胱 外 に 開 口す る

型 に 分 け,前 者 は偶 然に 発 見 され,後 者 は 女 性 の場

合,尿 失 禁 とい う形 で発 現 しや す い と し て い る.し か

し,前 述 の よ うに,い っぽ うの尿 管 が 閉 塞 して い る場

合 もあ り,瘍 痛,発 熱 な ど で 発 症 す る こ とが あ る.

1977年 にSuzukiらeG)は 両 側 逆Y尿 管 の い っぽ うに

結 石 を と もな って いた 例 を 示 す と と もに,記 載 の あ き

らか な19例 中,尿 管 異 所 開 口4例,尿 管 閉 鎖4例,尿

管 瘤1例 を 合 併 して い た と述 べ てい る.本 邦 で は1975

年 に 今津 ら37)が,同 年 鈴 木 ら38)が 報 告 して い る が,い

ず れ もい っぽ うが盲 端 に 終 っ てお り,尿 管 異 所 開 口 と

逆Y尿 管 の合 併 は本 邦 初 報 告 と思 わ れ る.

結 語

1)男 子尿管異所 開 口の4例 を経験 し,2例 は精嚢

に,他 の2例 は後部尿道に開 口していた.ま た1例 は

逆Y尿 管を合併 していた.

2)本 邦男子 尿管異所 開 口例の統計的 考察 と とも

に,逆Y尿 管につ いて 若干の文献的 考察 を お こな っ

た.
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